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1．�じめに 

 2011�3o11日{発生w�東日本大震災�地震x津波 

を引}起sw1東X地方沿岸部を中心{甚大z被害をP 

え�2当時流¼vい�写真や動�~数々を目{wvñ降1

神奈川県沿岸部{Q�私�<明日�s|身=xいうOÜ

を抱えvい»2 

 s~sx{¹1神奈川県藤沢市~沿岸地域~地震û津

波対策を建築的{考え»2 

 

2．研究背景 

2.1 地震û津波~可能性 

 ß域被害|予想u¼»W海øùõ地震や首都直O型1

相模øùõ沿い~地震zy1東日本大震災をN回»被害

|予測u¼»震災~発生確率�高い2特{1対象地域x

~影響|大}いxu¼»相模øùõ沿い~地震�1今後

30�ñ内{最大70％~確率w起s»x言わ¼vい»2 

  

2.2 オüバüツüúズム 

 観光地~½ャā·ö³を越えv観光û|押w寄せ»º

üĀüôüúºð現象|1藤沢市を含�湘W¸ú²w�

起}vい»2藤沢市~来訪者数��々増加傾向{あº1

2019�{最高値xz»1929万人を記録w1³ýú禍w一

時的{数値|O|s��~~1再び増加傾向{あ»2 

p名観光地wあ»江~島�12021�~´üû÷ン¶³

ü¿w1日�均約2.2万人~来訪者|記録u¼�2 

 湘W¸ú²w起ssvい»様々z観光公害|1観光地

W|進�sx{¸»経済的zÜ定~陰{¶¼vw~sv

い»2 

 

2.3 エネûギü自給 

東日本大震災~例を�x�xw1災害時{大規模停電

|起}»sx�多�1集中型~¸ネû¾ü·¹öð~脆

弱性|見¹¼»2s¼{対w1再生ÿ能¸ネû¾ü{¸

»地域XO~¸ネû¾ü自給�1避÷後~電力確保をÿ

能{w1災害時~ü¸ú¸ン¹向Nや日常的z地域経済

活性W�期待w}»2 

~�12050�»üボンûュüøùûWß現~��{�

大}z働}を持tx考え¹¼»2 

 

3．研究目的 

 東日本大震災ñ降1震災対策xwv津波避÷タワü~

積極的z設置|行わ¼�2ð和3�4o~時点w1全国{

502棟�~タワü|建設u¼vい»|1働}|期待u¼

»一方w様々z問Üを抱えvい»2 

 津波避÷タワü~現状を行政や地域Q民~意見�交え

z|¹学び1課Üを発見y»sx¸ºß用的z避÷タワ

ü~提案をy»2 

 

4．調査 

4.1 調査概要 

避÷タワü~研究~��1高知県を訪問w1計11

棟~タワü~見学1県ß~方xQ民~方x~Ă²ú

ンÀを行s�2高知県�1W海øùõ地震{¸»甚

大z被害|予測u¼»��1ð和5�4o時点w123

棟�~避÷タワü|整備u¼vい»2 

図ÿ 津波避難タワü 

  

4.2 調査結果û発見 

 8利点9 

û躯体{¸»�~o色~Wº×º1地域~o観価値 

~向Nû再発見{tz|» 

û1階~日影¹ペü¹�避暑地xwv利用w}» 

û公民館や児童館x·接wvい»sxや1統一u¼ 

�外観{¸sv避÷効率|高�¹¼vい» 

8欠点9 

û行政�日常利用を促wvい»|1ß際~利用� 

見Ø�¹¼zい 

û備蓄基準|最P1日Vx1孤立w�際~滞在 

~想定|zい 

û滞在中~プù´Ā·ü|zい 

û高Ýz³¹ø~{{»構造物�|<命を助�»=

~�~機能{zsvい» 
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4.3 仮説 

従来~津波避÷タワü�1災害時{命|助{»s

x{重}を置}1そ~他~日常利用を考え�機能|

見¹¼zい|1日常{利用u¼»施設wあ»ほy避

÷効率û避÷後~利用効率|¸�z»2 

そ~��1調査{¸sv発見w�避÷タワü~利

点û欠点を考慮w1日常~動線x避÷経路を重}1

他~機能x\わせ»sxw1日常的{利用u¼1災

害時{そ~真価を発揮y»津波避÷タワü{y»s

x|w}»x考え»2 

 

5．敷地 

５.1 敷地概要 

 対象敷地�1神奈川県藤沢市江~島xy»2ÿ図3Ā 

江~島�1海岸線長約4㎞1面積約0.41´~陸繋島wあ

º1観光地xwv毎日多�~観光ûw賑わsvい»2 

 西側~旧島部�非常{硬い岩盤ww}vzº1頂N|

海抜約61ｍ~高Ā{zsvい»一方w1東側�海抜2〜

4mほy~P地wあ»2現在�1西側|観光¸ú²11964

�開催~東京ºúンôó¿{\わせ埋�立v¹¼�東側

�1øóøÿüĀüや大型~駐車場xzsvい»2そ¼

¹{挟~¼»¸う{1Q宅地1旧市街地|O置wvい

»2 

 

図Ā 江~島エúア分布 

 

5.2 敷地分析 

 江~島�1W海øùõや相模øùõ沿い~地震zy{

¸sv1最大11.5m~津波を��¹y恐¼|あ»2 

w{w1避÷経路xz»2本~道�1観光ûw溢¼»道

xn段観光û~通¹zい道wあ»��1避÷経路を把握

wvいzい観光û~āûó¿や道~混雑|想定u¼»x

いう課Üを抱えvい»2 

 

6．設計 

6.1 設計手法 

 設計手法xwv2t~面を持t2 

1t目�1日常利用~視点{¹~設計2 

大}z機能{¸»境界~あ»島内{1島内外~地

域Q民や観光û~利用w}»_uいプýÀùðをタ

ワü状{配置y»2Tタワüû現観光ûüøを橋w

tz�sxw新�z交流x観光~入º口|生~¼»2

~�1タワüû橋を架Āxwvソüùüāネûをソ

üùü··²úンÀ~手法w並y»sxw1発電y

»xx�{1適þ{影を落xw1人~過twやyい

場所を生�2 

2t目�1津波避÷~視点{¹~設計2 

江~島{慣¼vいzい観光ûwあsv�1即ÿ{

避÷y»sx~w}»タワüを避÷ÿ能距ö{¹配

置w1避÷後~孤立を避�»��1Tタワü1旧島

部~高Āを橋wtz�2日常的{利用{\わせ区W

¹¼�¹ペü¹{¸º1避÷{¹救助~w~滞在時

�プù´Ā·ü~あ»環境xz»2~�1太陽光発

電{¸º避÷中�電力を供給y»sx|w}»2 

 
図４ タワü利用´ñü¸ 

 

6.2 プログùム 

計�敷地面積：約21,200³ 

用途：集会所1会議室1»õ·1üンタû¹タ¸º1 

   チャüン¸·÷óプ1多目的室1浮世絵展示1 

   ºúンôó¿記念展示1市民¾ャùúü1 

   ³ワü½ンÀ¹ペü¹ 
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来たる大津波への備え
ー観光地江の島における避難タワーの日常利用ー

1 階平面図　1/2000

3 階平面図　1/2000

日常 災害時

　2011 年 3 月 11 日起きた東日本大震災以降、様々な津波への対策が行われた。その一つとして、津波避難

タワーの設置が行われたが、コストに対して日常利用がないことなどの問題を抱えている。

　この問題に対し、日常的に利用できる細かいプログラムとラウンジを合わせて配置する。タワー内に地域

住民や観光客の交流の場を生みつつ、津波発生時にはペット連れや高齢者など要配慮者や、避難後の怪我人

の手当てのために分割された避難スペースや炊き出しや就寝時以外の交流スペースとなる。このルールで統

一されたスペースを各棟で積み上げることで、日常的な利用と災害時の働きを兼ね備えた避難タワーとなる。

　旧市街地から海へと繋がる地上の道と、旧島部から海へと繋がる空中庭園となる 3階レベルの道を繋ぐ点

に設置されたタワーは、地上レベルと頭上約 16m の位置に人々の集まる場を生む。それらの人の居場所に、

適度に日を落としつつ、発電を行うことのできる大型のソーラーパネルを、タワーを主な架台とし設置する

ことで、島内の経済活性化や災害時のレジリエンス向上を期待する。
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